生涯学習と第二外国語教育 : 第二外国語教育の質的転換を目指して by 清水 まさ志
－ 5－
はじめに
平成 25 年度が終わり、筆者が富山大学公開講座においてフランス語を担当して満七年になりま
す。ここまで続けてこられたのも長年に渡り受講してくださる受講者のみなさんと毎年講座の企画
を担当してくださる生涯学習部門のスタッフのおかげです。担当するフランス語講座では、同一の
時間帯・同一のメンバーで入門編から徐々にレベルを上げていくという、いわばクラス制を取り入
れていますが、うれしいニュースといえば、平成 25 年度後期をもって土曜日午後一時から三時ま
でのクラスが、一冊の教科書を終えました。いわばひとつのクラスの卒業を迎えたのです。一冊の
教科書を終了するのに丸五年間かかりました。五年といえば大学生は卒業している年限であり、ひ
とつの学習がこのように継続されてきたことは大変感慨深いです。平成 21 年度前期に入門クラス
として 20 人あまりで始まったこのクラスの中で、五年間続けて受講された方は四人いらっしゃい
ますし、途中から参加し三年以上継続された方も五人いらっしゃいます。卒業された方の内七人は、
26 年度前期に別のクラスを受講し、今もフランス語学習を続けていらっしゃいます。
さらにいえば、土曜日午前中のクラスは、平成 26 年度で八年目に入ります。教科書を一冊終え、
続きの教科書に取り組んでいます。七年間ずっと継続されている方が実に五人もいらっしゃいます。
このように受講者のみなさんがフランス語学習をたゆみなく継続されていることは、担当する筆者
にとっても驚くべきことで、そこで得た成果ははかりしれません。そしてその成果は、生涯学習の
分野を越えて、大学生の第二外国語教育にも役立ち得ると考えるようになりました。
大学の第二外国語教育
富山大学五福キャンパスの教養教育では、毎年学期末に科目を絞って学生対象の授業アンケート
を実施し、そのアンケート結果をもとに科目担当者が、授業の実践を「授業デザインの実際：グッド・
プラクティス事例発表」として教員研修会で発表しています。平成 25 年度の教養教育教員研修会
におきまして、筆者は外国語科目（フランス語）の代表として発表させていただきました 1。その
際に、学生の第二外国語教育に生涯学習的観点を取り入れることの必要性を強調いたしました。な
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ぜならば生涯学習の観点から教養科目としてのフランス語教育を見直すとき、その意義と必要性が
より明確になると考えたからです。
近年大学のカリキュラムにおいて、第一外国語である英語の実践的教育が強化されてきています。
それにともない第二外国語の位置づけはますます低下していると感じざるをえません。少なくとも
実用性において中国語に劣るフランス語は、その教育の実質を見直さない限り履修者を増加させる
ことは大変困難です。また第二外国語科目は、多くの非常勤講師で賄われているため、経費削減の
対象となっている側面もあります。大学のカリキュラムにおいて第二外国語は消えないとしても、
選択必修科目から選択科目になってしまえば、履修者は激減してしまうでしょう。
筆者の観点から言えば、第二外国語教育の最大の問題は、選択必修の期間が過ぎた後、第二外国
語科目の履修者が極端に少なくなる点にあると考えています 2。そうしたデーターは、ほとんどの
学生が第二外国語科目を単位の必要性のためだけに履修し、第二外国語自体に興味を持っているわ
けではないと解釈されかねません。この解釈を押し進めれば、一般教養科目としての第二外国語の
選択必修の必要性自体を危うくしかねません。すなわち第二外国語は、少数の専門家を専門課程で
養成すれば足りることで、全学的に教養科目として第二外国語科目を選択必修させる必要性はない
と言われかねないでしょう。実際、二年前に人文学部の専門科目を担当したとき、「フランス語は
学習したい学生が勉強すればいいだけで、全学的に教養科目として教える必要はない」と述べたフ
ランス言語文化専攻の学生が何人もいて、筆者はかなりショックを受けました。
国際情勢等々から第二外国語の必要性をいろいろ説くことは出来ても、実際の学生に学習意欲が
なければ、すなわち需要が示されなければ供給はいずれ断たれる運命にあります。それゆえ、第二
外国語教育が今後もっと活発になっていくには、選択必修の枠を越えて第二外国語学習を継続する
学生をもっと増加させていかなければならないと考えられます。学生が単位取得のためだけに第二
外国語を学習しているのではないことを証明しない限り、第二外国語教育の未来は明るいものには
ならないでしょう。
筆者は、第二外国語教育において、学習の継続自体が学習成果であるという観点が必要だと考え
ています。そしてその観点から、第二外国語の教授方法も変えていく必要があると考えています。
大学の語学教育の基本的観点は、ある一定期間に学習者にどれだけ効果的に学習させるかというと
ころにあります。半期、一年度にできるだけ効果的に語学を習得させられるかということです。し
かしこの観点に基づいた教授法は、ある期間に効果的な教育を実現できたとしても、その期間を越
えて学習の継続につなげることをあまり考慮していません。特に専門とは関係のない教養科目とし
ての第二外国語の場合、この観点に基づいた質の良い授業と、学生の学習の継続は決して比例しま
せん。授業に真面目に出席し成績の良い学生が、次の年に学習を継続しない例はごく一般的です。
これでは、学生はあくまで単位取得授業として真面目に取り組んだのであって、第二外国語自体に
関心があるわけでないと見なされかねません。それゆえ教養科目として第二外国語学習を活発にす
るには、学生に選択必修の枠組みを越えて、第二外国語学習を継続させるよう促す必要があります。
そして第二外国語担当者は、ある限られた期間に最大限の学習効果を求める指導法ばかりではなく、
長期にわたり学習の継続を促す指導法をもっと考慮すべきではないだろうかと考えています。
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実際、初修のフランス語を週二時限で一年度教えても、教科書の半分も進むことができないのが
現状であります。そこで学習を止めさせてしまっては、習得したほとんどの知識がいずれ失われて
しまいます。既習事項を無駄にしないためにも学習の継続を促す必要があります。語学は継続がもっ
とも大切で、かつもっとも難しいことです。
生涯学習的観点
筆者の場合、公開講座における七年間に亘る語学教育の実践を通して、限られた期間で最大限の
成果を求める指導法ばかりでなく、学習の継続にもまた大きな成果があるのだと実感させられまし
た。例えば、前述しましたように、筆者の公開講座を実に七年間ずっと継続して受講されている方
がいらっしゃいます。「続けていても全然身につかない」とおっしゃっていた方が、七年目にして
フランス語検定四級を受検し見事合格しました。確かにフランス語検定四級は、自主的に学習する
学生ならば一年次でも合格するレベルです。限られた期間に最大の効果をあげることこそ成果だと
いう観点に従えば、一年間でできることを七年間もかかったのでは、成果が薄いと考えられるでしょ
う。しかし学習の継続を成果と見なす観点からすれば、七年間学習を継続できたことは驚くべき成
果ではないでしょうか。特に語学の場合、いくら短期間に習得しても、そこでやめれば忘れてしま
うが自然の成り行きですので、短期間に習得してその後忘れた方より、七年間継続して習得した方
のほうが学習の定着率が高いと考えることも可能です。何より生涯学習の観点からいえば、学習を
継続した七年の年月こそ、ひとつの学びが人生を豊かに過ごすことに役立った証だと考えられるの
です。
公開講座でフランス語を学ぶ受講者のみなさんの多くは、短期間に最大限の成果を求めているわ
けではありません。むしろ長く学び続けていたいと考えていらっしゃる方がほとんどです。フラン
ス語を職業に役立てたいと思って続けていらっしゃるわけではなく、自らの仕事とは別に自らの生
活を豊かにするために学び続けていらっしゃるわけです。学びを通して人生に潤いを与える教養の
大切さを実感していらっしゃるのです。すなわち、生涯学習的観点でいえば、学びは手段ではなく
目的なのです。それゆえ、学びたいから学ぶ方々に対して、短期間に最大限の効果を求める教授法
は、適していない側面があることは明白でしょう。
この生涯学習的な観点こそ、現在の学生に対する教養科目としてのフランス語の意義をも明確に
するだろうと考えています。第二外国語学習を単位取得の手段と考える限り、第二外国語学習はまっ
たく継続されません。学生が第二外国語学習を目的と考えたとき、はじめてそれぞれの学部の専門
科目とは別に教養科目として学習を継続させていくでしょう。学生に対する指導法も、教養科目と
しての第二外国語の場合、限られた期間における最大限の効果を求める指導法は、時に第二外国語
科目の命を縮めかねないのではないかと筆者は考えています。少なくとも実用性の面で中国語に劣
るフランス語は、生涯学習的観点を取り入れない限り、履修者は減少し真っ先に消えてしまいかね
ません。
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筆者の実家は富山市内の農家で米作しておりますので、次のような比喩でこれまでの説明を具体
的に捉えなおしたいと思います。お米がおいしいこととお米の消費量は決して比例しません。お米
がどんなにおいしくても消費者がお米をたくさん食べるようになるとは限りません。ごはんをたく
さん食べるためには、ごはんがおいしいだけでなく、ごはんが進むおかずや状況が必要です。限ら
れた期間において最大限の効果を求める指導法は、おいしいごはんを提供することに似ています。
しかしそれがどんなに質が良くても学習の継続につながるとは限りません。ごはんを食べ続け、消
費量を上げるためには、おいしいごはんを消費者に提供するだけでなく、ごはんをおいしく食べら
れるように消費者に提供しなければなりません。「おいしい
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ごはんを食べること」と「おいしく
4 4 4 4
ご
はんを食べること」は実に次元が異なる問題なのです。それゆえ、一定期間に最大効果を上げる教
授法と学習の継続を促す教授法は、やはり次元と質が異なると考えられます。
おわりに
筆者は、学生に対してもどうやったらフランス語学習を継続してもらえるかを絶えず考えていま
す。そしてそのヒントのほとんどは公開講座で一般の受講者を教えて培ったものなのです。学生の
アンケート結果で筆者が「グッド・プラクティス」に選ばれた理由は、アンケートの自由記述欄に
「楽しかった」という記述が多かった点にありました。そして公開講座の受講者のみなさんが、何
年にもわたってフランス語を受講してくださる最大の理由もまた、この学びの「楽しさ」にありま
す。楽しく
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学ぶ、これがおいしく
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ごはんを食べることと比較できることなのです。学ぶことが楽し
い、この気持ちが学習を何かのための手段から解放して目的そのものにすることなのだと考えられ
ます。
大学生は、卒業のため、そして将来の職業に活かせる専門知識の習得のために多くの時間を割い
ています。それゆえ、ほとんどの学習を手段と見なしがちで、学習自体を目的と考えるにはなかな
か至りません。むしろ社会に出て職業生活を続けているうちに、生活に潤いを与える学びと教養の
大切さを実感するものです。こうした点も公開講座に参加されるみなさんからいつもひしひしと伝
わってきます。教養科目としての第二外国語は、こうした学びと教養の大切さを大学時代に知るこ
とができる重要な科目だと筆者は考えています。大学での学びがその後の人生の学びにつながる基
礎作りになる科目だと考えています。
教員研修会では短い発表時間ゆえ、その実践の一端のみの紹介にとどまりました。動画サイト
Youtube を活用して、フランス語による歌をみんなで歌う実践例を示しましたが、一定期間による
最大効果を大学教育の旨とされる先生方には、おそらく理解しがたい面があったかもしれません。
この点においてはもっといろいろな機会に説明が必要だろうと考えております 3。しかし筆者が生
涯学習的観点を学生教育にも活かした指導法は、少しずつ成果を上げてきていると感じております。
まずなによりも学生の生の声が反映された「グッド・プラクティス」に選んでいただいたことが挙
げられます。さらに五福キャンパスの教養教育においてフランス語履修者が増大している点にも表
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れています。筆者は経済・理工対象の一クラスを担当しておりますが、平成 26 年度前期には 73 名
も履修登録しております。その数字のうちわけを見ますと、文系の経済学部の学生よりも理工系の
学生の履修数が上回っています。理工系の学生の中には、専門やいわゆる実用性、あるいは単位の
修得しやすさとは別の動機から履修している学生もいます。履修者の一人に聞いたところ、先輩に
「授業が楽しい」と勧められたからと述べていました。また筆者が一年次・二年次のフランス語を
担当する高岡キャンパスの芸術文化学部では、平成 26 年度前期の一年次のフランス語履修者が 99
名に達しております。しかし筆者にとってもっとも喜ばしいのは、二年次の選択科目フランス語の
履修者が34名もいることです。このように学生教育の面でもフランス語学習の広がりと継続が徐々
に見られます。
筆者が公開講座を長年続けているなかで受講者のみなさんから教えていただいた様々なヒント
は、学生の第二外国語教育にも十分有効だと考えています。これからも筆者は、学生に対しても、
一般市民を教えて得た経験をもとに、ある限られた期間に最大限の学習を促す指導法ばかりでなく、
できるだけ長く、学生時代はもとより社会に出た後も学習の継続を促す指導法を実践して、生涯学
習的観点から第二外国語教育を実践していきたいと考えています。
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